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4Bp21 微細藻類の 電気培養 に よる独立栄養的完全暗所培養技術
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光合成微細藻類は 、有用物質生産や 海産 資源 の 飼料と して 産業上 重要で あ り、
また今後、持続的 エ ネル ギ

ー
生産 にお い て重要 な役割 を果たす もの と期 待 され

て い る。一方、その培養に は 一
般 に 光が 必 要 で あ り、フ ォ トリ ア ク ターなど ．

設備投 資や 維持エ ネル ギ
ー

が膨大 に なるこ とが問題 で あ っ た。こ の こ とか ら、
光合 成 微細藻類の 培養技術 と して 暗所培養法の 確立 が 重 要で あ る が 、従 来の 暗

所培養研究 は基質取 り込み 系の 導 入などに よる従属 栄養化か、可視領域 以外の

光 照 射 に よ る もの が 中心 で あ っ た 。

光 合 成 で は 、光 は光 化 学 系 （PS）1 と llに よ っ て 捕捉 され ，光 合 成 及 び 光 呼 吸 に

必要 となる還 元力 をもた ら して い る 。そこ で 、本研 究で は、光化学系の 代わ り

に電気化学的に還 元力を与える こ とで 、暗所に て 、光非依存的か つ 独 立栄養的

に微細藻類 を生育 させ るこ とを試み た 。

【目的 1β
一グ ル カ ン は キ ノ コ や 酵母 に よ っ て 生産 され る多糖 で 、抗 ウ イル ス作

用 、免疫促進効果 、ア レル ギ ー軽減作用 な どが 注 目 され 、そ の 安価 な大量生産

方法が 期待され て い る 。演者らは 、独 自に 育種 した Aureobasidiumpultutans 　M −2
株を用い て 培地 条件の 最適化に よ りβグ ル カ ン生産性向上 を目指す。
【実験 方法・結 果】実験 計画 法を用 い ．シ ュ ク ロ ース ．米ぬ か お よび アス コ ル ビ

ン 酸を主成分とす る グ ル カ ン 生産培地の 最適化 を行 っ た。500ml フ ラス コ に培

地 を100ml 入れ ．温度245 ℃、撹拌速度 100　rpm の 条件で 培養を行 っ た。一方通

気撹拌型 リ ア ク ターへ の ス ケール ア ッ プを行い 、再現性 を検討 した。実験結果

の 分散分析 を行 っ たとこ ろ 、グ ル カ ン濃度 （z ）はシ ュク ロ
ー

ス （x ） と米ぬ か

（y）濃度の 関数で あ っ た。シ ュ ク ロ
ー

ス と米ぬ かの 最適濃 度は、それぞれ 20．0
と4．5911で あ り、フ ラ ス コ とリ ア ク タ ーを用い た場合、それぞれグル カ ン 10．0と

11．29／1を得た。この 値は、コ ン ト ロ ール培地 に比べ 、約 2倍 高い 値で あ っ た。
本研究 で は 、光合成微細藻類 と して2種の 珪 StChaetoceros　gracitis、Phaeodactyium
trieornutum を 用い 、培 養液に 挿入 した 炭 素電極 に 一1．OV （v．s．対照極 ）を 印加 し、
完全暗所 に て 2週間培養 を行 っ た。

そ の結果 、電圧 を印加 しな か っ た 場合は 生育が 見 られ なか っ た が ．電圧 を印加

し た もの で は 、斗50  と 6SOnm の 吸光度測定に よ っ て 有意 に生 育が 観察 され 、
電気培養 に よる微 細藻類の 暗所培養が可能で ある こ とが示 された。
ま た、Cg 厂acitis に お い て は、暗所培養 にお い て もカ ロ テ ノ イ ドの 蓄積が 観察 さ

れ た。
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【目 的】β一（1−3）（1−6）グ ル カ ン （以 下 β一グ ル カ ン と略称）の 生産菌 A．puilulans　M −
1（FERM 　BPO8615 ）を親株 として 、紫外線照射に よ る 突然変異を行い 、β

一グ ル カ

ン 高生産株の 獲得及び生 産性向上 に つ い て 知見を得た の で 報告する 。
【方法・結果｝A．puilutans　M −1 を、　PDA （Difco ｝ス ラ ン トで 7 日 間培養 し、得られ

た 菌体をPBS 　IOm1 に懸濁 した （1000 　CFUtm ］）。懸濁液を PDA プ レ ートに 塗布
し、0，5，1D 分間 とそ れ ぞ れ UV 照 射を行っ た 。25 ℃、4 日間培養後形成 した コ

ロ ニ ーを4℃で 3 日 間培養を行 い 、厚膜胞子 化 させ た。大 きい 形状の コ ロ ニ ーを

複数個ピ ッ ク ア ッ プ して フ ラ ス コ 培養を行 い 、フ ェノ ール 硫酸 法で β
一グル カ ン

濃度 を定量 し た。ス ク リーニ ン グ 結果、β
一グ ル カ ン 産生量の 最 も高 い コ ロ ニ

ー
をA．putlutans　M −2 と命名 し、3L一ジ ャ

ー
フ ァ

ー
メ ン タ

ー
を用 い て培養 した結 果、

変異株 の β
一グ ル カ ン の 生 産量 は親株 に 対 し2 倍以上 向上 した。

【目 的】糸状 菌Mucorjavanicus は五 炭糖お よび六炭糖か ら高効率で Ethano］生成

が で き、また．Ce ］lulase類 を分泌 する 。さ らに 、こ れ を利用 して 微細化処理稲

わ らか ら直接 Ethanol生産が可能 であ る こ とがわ か っ て い る。一方、製紙工 程で

は 木材チ ッ プの 加 熱お よ び叩解処 理後、ス ク リ
ー

ン を用 い て 未利用繊維残渣 （

テ ール ）が パ ル プ と分離 される 。排出 され たテ
ー

ル は前処理を行った セ ル ロ
ー

ス 繊維で ある ため Ethanolの 原料 として有望 と考 えられる。本研究で は テ
ー

ル を

原 料 とし、MJ α vanicus と加水分解酵 素を用 い た 同時糖 化発酵 〔SSF ）お よび 酵素

無添加の 糖化発酵同時進行 〔CBP ）に よる 直eeEthano］生 産に つ い て 検 討 した 。
【結 果1使用 した テ

ー
ル に 含 まれ る 成分比は ．Cellulese　49％ 、その 他の 糖 質18％ 、

Lignin 　32％ 、無 機
’
J｝　1°f。で あ る。3 種類 の 市 販 セ ル ラ

ーゼ の カ ク テ ル お よ び

M ．javαnicus を 用い 5e 　g几 の テ
ー

ル を原料 と し た SSF を 行 った 結 果 、培 養 96　h で

24．5　g〆L の Ethanol が 生 成 さ れ た 。セ ル ラーゼ 剤 に 含 まれ る 糖 質 を考 慮す る と、
テ ール含 有 糖 質 の 且00％ を Ethanot へ 変 換 す る こ とが で き た。さ ら に、テ ール と

M ，iavanicusの み を用 い た CBP を試 み た 結 果 、増 殖 は確認 で き た もの の 巳thanel の

生 成 は認 め られ なか った。この 培養液中 の セ ル ラーゼ 活 性 は、120h の培 養を通

して ende 一
β
一
g］ucanase お よ び Xytanase は 1UIL β一glucosidaseは 0．2　UL 、β一xylosidase

お よ び Cellobiohydrelase は 0」 UtL であ り、　 CBP の 達成 に は酵素分泌量 を さ らに

向上 させ る必要が あるこ とが わかった。現在、酵 素分泌の 向上 に つ い て検 討中

で ある。
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